
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料２ 就学前施設の適正規模 

 

 

 

南泰代氏（奈良女子大学）「巨大化する『認定こども園』の子ども

にとっての適正規模」（２０１７年度日本地理学会秋季学術大会

発言要旨集）から竹永まとめ 

 

●調査概要 

・2016年 4月時点の全国４００１園の認定こども園を 1-50人、

51 ｰ 100人、101 ｰ 150人、151 ｰ 200 人、201 ｰ 250人、251 ｰ 300

人、301 人以上に区分し、区分ごとに各１園、都道府県ごとに

選択した園 209 園に対し質問紙調査と聞き取り。 

 

●筆者の考察 

・保育者交流と園児交流の割合は高い方が園児にとって保育環境

が良いと考えられる 

・子どもにとっての認定こども園の適正規模は１５０人と考える 

 

●調査結果 

 

 

 

 

 

・全保育者とチームワークがとれている 

・全園児と送迎保護者が一致する 

・全園児の保護者と園児の話ができる 

 ・51人以上の施設で割合が減少 

・全保育者と園児のことで相談できる 

・全園児の顔と名前が一致する 

・全園児と話ができる 

 ・1 ｰ 50人の施設で割合が高い 

・151人以上の施設で割合が減少 

・保育者交流の割合 

・園児交流の割合 

 ・1‐50人の施設で非常に高い 

・51‐100 人の施設と 101‐150 人

の施設で高い 

・151人以上の施設で低い 
 

２０２３年２月定例会 日本共産党岡山市議団代表質問（竹永光恵） 

資料１ 「軍事費倍増」とは 

「学習の友」 

2023年 3月号 

井上伸氏作成資料 

資料３ 統合・民営化による巨大化園の例 

  南方・岡山中央（２８０）、鹿田（３２０）、財田（３２０） 

 



 

 

 

２０２３年２月定例会 日本共産党岡山市議団代表質問（竹永光恵） 

資料４ オミクロン株の感染力の特異性 
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